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わが国経済は、ロシアのウクライナ侵攻の長期化による世界的な食糧・エネルギー

不足の常態化や記録的なインフレ、原材料・電力高騰が重なり、不安定かつ不透明な

状況が続くなど、中小企業・小規模事業者の経営は極めて厳しい状況に直面しており、

組合及び各業界における価格転嫁対策が急務となっている。また、組合及び傘下企業

は、「脱炭素」への取り組みが求められるほか、ＤＸの推進や生産性向上、人材育成 

（リスキリング）更には人材確保のための働き方改革に積極的に対応していくことが

必要不可欠となっている。

このように、地域経済の根幹である中小企業・小規模事業者は、山積する諸課題の

解決に向けて一歩でも力強く前進する必要があり、そのためにはこれまで以上に中小

企業組合等連携組織による団結と柔軟な対応を活発に行わなければ、日本社会ひいては

世界のニーズや期待からも取り残される結果となりかねない。

中小企業・小規模事業者が変化する時代のあらゆる難局を乗り越えられたのは、

同志が集まり、連携することができる中小企業組合等連携組織の絆があったからで

あり、この絆を更に強固なものとして今後も困難にチャレンジし、地球と共生しつつ、

自らの力で未来を切り開き永続的に発展していかなければならない。

また、このたびの東日本大震災では全国各地より多大なご支援を頂き、現在、被災地

が復興に向け着実に進んでいることを皆様に報告し、ご支援を頂いた全国の皆様に深く

感謝の意を表すことを切に願っている。

被災地の復興に感謝すると共に中小企業・小規模事業者の発展を図ることを目的

として、ここに全国約３万組合等の総意を表明し、次のテーマを掲げ、第75回中小

企業団体全国大会を開催する。

1  大会の目的

2  主 催
全国中小企業団体中央会、宮城県中小企業団体中央会

3  大会参加料
１人　6,000円

4  期日及び場所
日　　　時　 令和５年10月11日（水）14時 ～16時30分

場　　　所　 仙台国際センター展示棟［仙台市青葉区青葉山無番地］

会場参加者　 約2,000名

来　　　賓　 中央･地方関係機関の長 

大 会 内 容　 祝　　辞
　　　　　　 議　　事［議案審議・意見発表・決議］
　　　　　　 表 彰 式［優良組合・組合功労者・中央会優秀事務局専従者等］
　　　　　　 大会宣言

5  後援及び協賛（予定）
後　　　援　  経済産業省、総務省、厚生労働省、農林水産省、国土交通省、
　　　　　　 中小企業庁、宮城県、仙台市、
　　　　　　 東北・北海道中小企業団体中央会連絡協議会

協　　　賛　  （株）商工組合中央金庫、（株）日本政策金融公庫、
　　　　　　 （独）中小企業基盤整備機構、（独）勤労者退職金共済機構、
　　　　　　 （独）高齢・障害・求職者雇用支援機構、
　　　　　　 （公財）全国中小企業振興機関協会、（一社）全国信用保証協会連合会、
　　　　　　 （有）エヌ・エス・エイサービス

6  会場「仙台国際センター展示棟」へのアクセス

第75回中小企業団体全国大会 開催要綱

写真提供：宮城県観光プロモーション推進室


